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「市川の 3 つの文化財－人と時をつなぐ」について 

 
このたび、標記の件につきまして、下記のとおり運用を開始しましたことから、お知らせ

します。 
記 

 
 令和 2 年度事業として、市内の国指定文化財を多言語で紹介する事業を文化庁の補助金

を活用して実施しました。 
１．目的 

市民を含め、本市を訪れる外国の方々に本市の文化財の価値を広く知っていただくこと

で、本市に対する関心を高める。 
２．対象 

・重要文化財 祖師堂（法華経寺） 
・国指定天然記念物 千本公孫樹（葛飾八幡宮） 
・国指定史跡 堀之内貝塚 
３．整備内容 

多言語による文字と音声、４K や VR 等の技術を利用した映像でそれぞれの文化財を紹

介します。 
⑴多言語による文字と音声 
日本語のほか、英語、中国語（繁体語・簡体語）、韓国語で、文化財の歴史的な経緯や魅

力を紹介します。 
⑵４K や VR 等の映像 
文化財の特徴や魅力に加え、文化財が地域や日本文化の中で息づいている様子を４K で

映像化しました。加えて、堀之内貝塚では、これまでの研究成果を基に、縄文時代の集落

の様子や周辺の自然環境を VR で再現しました。 
⑶その他 
千本公孫樹では葛飾八幡宮で行われる神楽の映像、堀之内貝塚では昭和 29 年に同貝塚で

実施された発掘調査の様子を記録した動画を見ることができます。 
４．利用方法 

現地に設置した説明板にある二次元コードをスマートフォンで読み取ることで専用ペー

ジにアクセスできます。なお、二次元コードはチラシに掲載しているほか、市の広報誌や公

式 Web サイト等にも掲載していきます。 
また、４K 映像につきましては、本庁舎 1 階の大型ビジョン等でもご覧いただけます。 
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